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尾羽JCTは，東名の清水IC付近に位置し，将来は吉原

JCTで第二東名や中部横断道につながる北への延伸路と

東名とを接続します。本工事の範囲は，尾羽JCTを形成

するランプ橋のうち4連の鋼連続合成開断面箱桁橋であ

り，CランプとDランプの2橋で東名上を高架する径間の

架設は，東名の交通規制を極力減らすため1夜間に2回の

大ブロック架設で行われました。

本稿では，尾羽JCTの概要，および東名上の1夜間2ブ

ロックの大ブロック架設について紹介します1）。

工事概要

工 事 名：第二東名高速道路　尾羽ジャンクション　

Dランプ橋（鋼上部工）工事

主桁形式：鋼連続合成開断面箱桁

床版形式：場所打ちPRC床版，合成床版（SCデッキ）

橋　　長：Bランプ226.7 m，Cランプ246.0 m

Dランプ375.0 m＋283.0 m

桁　　高：2.2 m～2.8 m

総 幅 員：標準部9.39 m～視距拡幅部11.53 m

支 間 長：PC3～4間59.0 m，PD5～6間67.0 m

平面線形：PC3～4間R＝150 m，PD5～6間R＝∞

合成床版を活かした構造

東名上での床版型枠作業を無くすため，CランプとD

ランプ（PSL7～PD7）には合成床版（SCデッキ）が採

用されました。一括架設および床版コンクリートの施工

までに，合成床版の下鋼板を鋼開断面箱桁と固定金具で

連結して閉断面化，ねじりの抵抗性能を高めました。

また,一括架設時の詳細検討を行った結果，合成床版

を採用した全区間で上横構の省略が可能となり，東名の

交通規制の緩和に加え，経済的にも優れた構造となって

います。

技術紹介

東名上に1夜で2橋を一括架設

Erection of 2 Large Girders in One Night over Tomei Highway using 1200 ton Crane

～尾羽JCT 1 200 tonクローラクレーンによる大ブロック架設～

Cランプ，Dランプ（PSL7～PD7）標準断面図

アスファルト舗装 t＝80mm
合成床版（SCデッキ） 
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Cランプ，Dランプ（PSL7～PD7） 

本工事着工前の尾羽JCT付近

尾羽JCTの位置図
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1夜2回の大ブロック一括架設

当初は東名上の大ブロック一括架設を1ブロックず

つ2夜間で行う予定でしたが，基幹路線である東名へ

の影響を極力少なくする観点から，通行止め時間を短

縮するよう詳細検討を行いました。その結果，1夜間

12時間の通行止めにより2ブロックを架設する計画が

採用されました。架設ブロックの吊り上げ時の変形防止

のため16点吊りとしましたが、この玉掛け作業を効率的

に行うことが必要となり，以下の4点について工夫を行

いました。

①2ブロック目の玉掛け作業を速やかに行うため，架設

前日までに各ブロックを一度吊り上げて，玉掛けに使

用するチェーンブロックにて調整を行い，吊り上げ時

の形状の確認，重心の位置を把握します。

②2ブロック目の玉掛けワイヤー（径約80 mm）は，地

組桁の下鋼板上を利用し，絡まないように展開します。

③通行止め規制作業中に1ブロック目（Cランプ橋）を吊

り上げ，東名間際まで旋回し，規制完了と同時に架設

地点まで旋回し架設を開始します。

④1ブロック目の架設完了後，1 200 tonクローラクレーン

が速やかに2ブロック目の玉掛け作業に移れるよう，1

ブロック目の玉掛けワイヤー等はその桁上に置き去り

にし，その撤去は2ブロック目の玉掛け作業および架

設作業の間に東名上に設置した45 tonラフタークレー

ン2台で撤去します。

架設計画時には，2ブロック目の玉掛け解体作業が通行

止め時間内に終わらないということも想定し，後日，橋

面上にて切断分解して撤去する案も検討・準備していま

したが，これらの工夫を行ったことで，2ブロック目の玉

掛け作業はスムーズに進み，架設時間が短縮されたため

解体作業も通行止め時間内に終えることができました。

おわりに

本工事は，東名上の大ブロック一括架設を経て，残り

の径間の主桁や床版工をすすめていますが，所定の品質

を確保するとともに，安全面にも留意した施工に努めて

います。
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大ブロック桁地組立と一括架設 Dランプの一括架設状況

ワイヤー展開状況と桁上に掲示した玉掛順序説明図

一括架設の基本タイムスケジュール

項目 項目 

東名高速道路通行止め 東名高速道路通行止め 

桁連結 桁連結 
荷重解放 荷重解放 
吊具取外し 吊具取外し 

清掃・後片付け 清掃・後片付け 

吊り上げ準備 吊り上げ準備 
吊り上げ 吊り上げ 
クレーン旋回 クレーン旋回 
位置決め・調整 位置決め・調整 

吊具解体・撤去 吊具解体・撤去 

日時 日時 土曜日 土曜日 

12時間通行止め 12時間通行止め 

Cランプ橋架設 Cランプ橋架設 

車両追い出し 車両追い出し 規制解除 規制解除 

Dランプ橋架設 Dランプ橋架設 

日曜日 日曜日 
55 66 7711 22 33 442121 2222 2323 24241919 2020 881818


